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講座の研究テーマ 

  農業生産および自然環境を支える土壌の物理的・化学的環境要因を解明し，農耕地土壌の持続

的利用と自然生態系の保全を目的として研究しています。 

 

●重粘土水田における土壌物理性の違いが

水稲の収量・品質に及ぼす影響を明らかにす

るために、不耕起栽培による土壌物理性改善

が水稲の収量・品質向上に及ぼす効果につい

て検討しています。 
 
 
 
 
 
 
 
●穀物自給率の向上には、飼料イネ

を利用した畜農循環が重要です。本

研究では、水田への堆肥の多量還元

に伴うメタン発生や水質負荷などの

環境への影響を調べています。 



 

●農耕地からの環境負荷の軽減のため、土壌構造や凝集・分散特性を解析しています。さら

に、土壌懸濁物からの汚染物質の放出特性を解析し、環境負荷を軽減するための適正な土壌

管理法を検討しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●重粘土壌の物理的・化学的要因が、

ダイズの根粒形成および根粒菌の生

態に及ぼす影響について検討してい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●重粘土水田転換畑にマメ科牧草のヘアリーベッチを植栽して土壌改良し、大豆の安定生産技

術を検討しています。また、それにともなう土壌の微生物フローラの変動も調べています。 

農業活動 懸濁物の放出 水質汚染

土壌構造／凝集・分散特性 懸濁物からの物質放出特性

農業活動 懸濁物の放出 水質汚染

土壌構造／凝集・分散特性 懸濁物からの物質放出特性

0

10

20

30

40

(cm)

ヘアリーベッチの根の伸長と土壌構造の発達

0

10

20

30

40

(cm)

ヘアリーベッチの根の伸長と土壌構造の発達

水田転換畑へのヘアリーベッチ導入水田転換畑へのヘアリーベッチ導入

重粘土（転換畑）

土
壌
の
物
理
的
環
境

根粒の窒素固定活性

根粒菌の遺伝的生態

重粘土（転換畑）

土
壌
の
物
理
的
環
境

根粒の窒素固定活性

根粒菌の遺伝的生態
土壌環境学研究室のＨＰは http://www.akita-pu.ac.jp/bioresource/DBE/soil/soilsci.htm
お問い合わせは  t_sato@akita-pu.ac.jp



 


